
四谷中学校「まなびの教室」にようこそ！ 
 

新宿区の特別支援教室は、「まなびの教室」という名称です。 

 

「授業のスピードに、なかなかついていけない。」 

「学習内容を理解するための、自分なりの学習の仕方がわからない。」 

「一対一で、説明をゆっくり聞くとわかる。」 

「友だちとおしゃべりしていて、興奮してくるとついケンカになってしまう。」 

「他の人と仲良くしたり、友だちと関係をよくしたりする方法がよくわからない。」 

「まわりの目が気になって不安になったり、緊張してしまうことがある。」 

「運動会や合唱コンクールなど集団行動が苦手だ。」 

「特別支援教育推進員についてもらっているが、さらに週に何時間か個別に指導してもらうといい 

のではないだろうか。」 

・・・・・・などなど 

悩んでいる方、保護者の方、まずご相談ください。 

四谷中学校入学予定の小学生、保護者の方は、 

   → 担任または新宿区教育委員会教育支援課特別支援教育係(3232)3074に、ご相談を。 

四谷中学校在学の生徒、保護者の方は、 

   → 担任または特別支援教育コーディネーターまたは副校長に、ご相談を。 

 

（１）まなびの教室の教育目標 

・ 情緒の安定を図り、社会生活への適応力を高めていきます。 

     ・ 自己を理解、受容するとともに、互いのよさを認め合える豊かな人間関係を育てます。 

     ・ 興味や関心を広げ、主体的に取り組む姿勢を育てます。 

（２）まなびの教室の教育方針 

・ 個々の生徒の実態を的確に把握し、「連携型個別指導計画」「学校生活支援シート」 

に基づいて、それぞれの特性や課題に応じた指導の充実を図ります。 

     ・ 自立活動として教育相談、体育的活動、創作活動及びコミュニケーションを行います。 

      また、生徒の特性に応じて、教科の補充的学修を個別に行うことを通して自立活動を 

促進します。 

     ・  生徒との信頼関係を大切にしながら、教育活動全体を通して、社会生活に必要な知識、

技、態度を習得させ、人との関わりの中で生きる力を育てます。 

     ・ 保護者、在籍学級、関係諸機関との連携を深め、共通理解を図りながら指導の効果を

あげていきます。 

（３）指導の重点 

      ・ 自立活動では、対人関係のあり方について学ぶとともに、他者から受け入れられる体 

験を通じて自らを受容する姿勢を養います。   

     ・ 教科の補充学習では、学習が分かる喜びを大切にし、自分に合った学習方法の習得を 

目指します。 

     ・ 障害の特性に応じた教育を推進することにより、学習意欲を高め、主体的に学習し問 

題を解決する態度と技能を養います。 

     ・ 仲間とともに活動する楽しさを体験するとともに、適切な集団行動や集団の中で役割 

を果たす態度を養います。 

     ・ 在籍学級と連携をした進路相談を充実させます。 



   （４）指導内容 

  ・ 自立活動 

     教育相談を通じて、学習や対人関係の悩みを理解し、心理的な支援を行います。 

     また、創作活動や体育的活動、コミュニケーション活動を通して、望ましい社会 

性を培います。 

  ・ 教科の学習を通した自立活動 

     個々の生徒に合った学習内容・方法を考え、個別指導の中で基礎学力の定着や 

向上を目指します。 

 

 



（５）指導体制 

・ 巡回指導教員が、牛込第三中学校(拠点校)から来校し、指導します。 

・ 指導する曜日、時間数を事前に相談した上で、決定します。 

 

※ 令和１年度・・・利用生徒３名。巡回指導教員１名。金曜日、各１時間ずつ。 

 

（６）年間の指導予定(令和１年度) 

・ 面談期間 

    ・年度当初・・・4月11日~指導開始日 

    ・1学期末・・・7月16日~7月19日 

    ・2学期末・・・12月16日~12月25日 

    ※ 3学期末・・・希望者のみ 

・ 指導期間 

    ・1 学期・・・・4月22日~7月12日 （新規生徒は、5月7日~） 

    ・2 学期・・・・9月21日~12月13日 

    ・3 学期・・・・1月14日~3月6日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お読みいただきまして、ありがとうございました。 

まず、ご相談ください。 


